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ヒロシマの有る国で 山本さとし作詞・1/Fm
1,八月の青空に 今もこだまするの |ま    2.

若き詩人の叫び 遠き被爆者のこえ

あなたに感じますねヽ てのひらの温もりが

人のくやし涙が 生き続けるくる しみが

※lわたしの国とかの国の

人の生命 (ぃのち)は同じ

この青しヽ大地のうえに
Dm7 D7    G G7
同じ生を得たのに

F     G7   C  Edir「
※2ヒ Elシマの有る国で

しなけねばならないことは

ともるいくさの大種を 消すことだろ3

折り鶴 椰調平銅・鶴

1,生きてしヽてよかつた それを感じたくて   2・

広島のまちから 私は歩いてきた

苦しみをことばに 悲しみをしヽかりに
F         Dm     B♭   C7     F

傷つしヽたからだで ここまで歩いてきた

で この耳をふさしヽでも 聞こえる声がある

この心閉ざしても あふれる愛がある
F    Am B♭          C7

※
2iよ
ばたIす折り鶴 私からあなたヘ

|ょばたlj折り鶴 あなたから世界へ

かの南の国では

大国 r」 iの しかかり

寡黙な少年らが

重い銃に身を灼く

やせた母の胸に

手Lのみ子が泣きさけび

はだしで|よだかのまま

逃げ惑う子どもたち

故国の上をふむことも

家族と暮らすことも

許さ柱なしヽ戦争が

なぜに今も起こる

(※
2く りかえし)

(※
〕くりかえし)

(※
2く りかえし)

(※
2く りかえし)

生きてしヽてよかつた

それを見つけたくて

長崎のまちから

私 |よ歩しヽてきた

この胸のし`たみを

うたこえに託して

焼けあとの下から

ここまで歩しヽてきた

(※
|く りかえし)

(※
とくりかえし)

(※
2く りかえし)


